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Ｎ
Ｐ
Ｔ(

核
兵
器
不
拡

散
条
約)

再
検
討
会
議

の
最
終
文
書
に
つ
い
て
の
評

価
は

五
月
三
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
は
、
全
会
一
致
で
最

終
文
書
の
採
択
に
至
っ
た
事

は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
保
障
に
係
わ
る
国
際

会
議
で
あ
り
、
国
家
間
の
利

害
が
対
立
し
条
約
を
取
り
付

け
る
事
は
容
易
な
も
の
で
は

な
い
事
は
明
白
で
あ
り
、
再

検
討
会
議
で
の
文
書
採
択

一

般

質

問

第２回定例会

Q 石
井
芳
清 
議
員

▲住民懇談会（上布施コミュニティセンター）

※一般質問の内容は、要約して掲載しています。

日程第１号（６月 17日）

町
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

に
よ
り
深
刻
な
危
機
は
回
避

さ
れ
た
形
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
一
定
の
評
価
に
値
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

住
民
懇
談
会
に
つ
い
て

住
民
懇
談
会
は
、
五
月

十
四
日
が
岩
和
田
青
年

館
、
二
十
四
名
、
五
月
十
六

日
は
、午
前
中
が
町
公
民
館
、

十
一
名
、
午
後
が
上
布
施
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
十

六
名
の
参
加
で
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
河
川
の
浄

化
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
方
法
、
子
宮
頸
ガ
ン
の

予
防
接
種
な
ど
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

河
川
の
浄
化
対
策
に
つ

い
て

河
川
は
、
雨
水
や
生
活

雑
排
水
な
ど
生
活
に
不

可
欠
な
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　

河
川
の
汚
染
の
原
因
は
、

適
正
に
処
理
さ
れ
な
い
雑
排

水
等
が
河
川
に
流
れ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
合
併

浄
化
槽
設
置
を
推
進
す
る
補

助
制
度
の
継
続
や
既
存
浄
化

槽
の
保
守
点
検
、
町
民
清
掃

日
に
地
区
住
民
と
の
協
働
に

よ
る
河
川
清
掃
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

水
質
浄
化
の
方
策
と
し

て
、
牡
蠣
殻
の
設
置
や
Ｅ
Ｍ

菌
の
放
流
を
行
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、
自
然
環
境
に

や
さ
し
い
培
養
液
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の

対
応
に
つ
い
て

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
髄

膜
炎
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、

予
防
接
種
法
で
は
定
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
任
意
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

同
様
に
、
予
防
接
種
法
で

定
め
ら
れ
て
い
な
い
ワ
ク
チ

ン
に
子
宮
頸
が
ん
が
あ
り
ま

す
。
十
代
前
半
の
女
子
に
半

年
間
で
三
回
接
種
す
る
こ
と

に
よ
り
発
症
リ
ス
ク
を
約
七

十
％
軽
減
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す

　

国
・
県
や
他
の
市
町
村
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重

に
対
応
し
、
肺
炎
球
菌
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

な
ど
の
補
助
と
同
様
に
町
単

独
補
助
も
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

A
輝
き
に
満
ち
た
活
力
あ
る

　
　
　
　
　

町
づ
く
り
に
向
け

Q A Q

A Q A

未
来
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

地
デ
ジ
の
い
す
み
局
で

の
サ
ー
ビ
ス
が
確
定
し

た
な
か
、
そ
の
施
設
概
要
や

想
定
さ
れ
る
受
信
範
囲
。
中

継
局
と
共
聴
と
の
違
い
に
つ

い
て

大
原
台
地
区
に
い
す
み

中
継
局
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
十
一
月
ま
で
に
試
験
電

波
を
出
し
、
十
二
月
か
ら
供

用
を
開
始
す
る
事
で
、
御
宿

町
の
大
半
が
カ
バ
ー
で
き
る

QA

▲御宿中・御宿小学校の合同海岸清掃
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こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
共
聴
組
合
、

各
区
長
へ
説
明
が
あ
り
、
全

て
共
聴
組
合
が
受
信
で
き
る

場
合
は
共
聴
施
設
を
撤
去
す

る
事
と
、
全
て
が
受
信
で
き

な
い
地
域
は
共
聴
施
設
を
改

修
す
る
事
、
部
分
的
に
見
え

な
い
地
域
に
つ
い
て
は
共
聴

施
設
を
残
す
事
に
な
り
ま
す
。

　

中
継
局
は
、
放
送
事
業
者

が
運
営
す
る
た
め
、
共
聴
施

設
と
違
い
建
設
、
運
用
維
持

に
は
経
費
が
か
か
ら
な
い
事

と
災
害
時
に
備
え
て
、
非
常

用
の
電
源
装
置
を
設
置
す
る

の
で
、
台
風
、
落
雷
、
災
害

時
も
安
定
し
て
電
波
を
送
る

事
が
可
能
で
す
。　
　
　
　

　

ア
ン
テ
ナ
や
共
聴
施
設
を

利
用
し
て
も
受
信
で
き
な
い

世
帯
は
、
衛
星
放
送
を
利
用

し
て
受
信
で
き
ま
す
が
、
国

と
放
送
事
業
者
が
調
査
し
、

対
応
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
全
地
域
に
整
備
し
ま

す
。
こ
の
中
の
サ
ー
ビ
ス
に

光
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
受
信
で

き
な
い
場
合
は
こ
れ
を
利
用

で
き
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
世

帯
へ
の
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
配
付
に
つ
い
て

免
除
対
象
世
帯
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
世
帯

が
三
十
五
世
帯
で
、
簡
易
チ

ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
を
し

ま
す
。　
　
　
　
　

　

昨
年
末
の
無
償
給
付
申
請

の
際
に
、
お
知
ら
せ
版
に
て

広
報
を
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
日
期
限
の
も
の

は
、
総
務
省
の
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
の

高
機
能
化
に
伴
う
相
談

へ
の
対
応
に
つ
い
て

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ

は
、
従
来
に
比
べ
多
く

の
機
能
が
付
い
て
い
ま
す
の

で
、
高
齢
者
の
方
な
ど
は
操

作
を
間
違
う
と
復
旧
に
手
間

取
り
、
困
る
と
思
い
ま
す
。

　

分
か
る
家
族
が
い
な
い
場

合
に
は
、
購
入
さ
れ
た
電
気

店
に
相
談
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
通
販
等
で
購
入
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
う
は
い
か
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町

内
の
電
気
店
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

地
デ
ジ
放
送
を
Ｑ
＆
Ａ

方
式
で
わ
か
り
や
す
い

広
報
を広

報
四
月
号
で
、
い
す

み
中
継
局
の
設
置
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等

と
協
議
し
て
他
の
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
Ｑ
＆
Ａ
方

式
で
わ
か
り
や
す
い
広
報
に

務
め
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

い
す
み
市
で
の
防
災
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

総
額
は
七
億
八
千
五
十

四
万
円
で
す
。
い
す
み

市
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
の
四
ヵ
年
で
固
定
型
と
移

動
型
、
ま
た
、
個
別
受
信
機

の
整
備
を
す
る
計
画
で
す
。

当
町
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
た

場
合
、
約
二
億
七
千
三
百
万

円
で
す
。

　

ま
た
、
戸
別
受
信
機
は

三
万
九
千
円
で
す
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
な
る
と
五
万
円
で

す
。
い
す
み
市
は
全
て
貸
与

と
い
う
事
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

QAQA

QAQA

光
通
信
の
活
用
に
つ
い
て

双
方
向
の
動
画
の
通
信

や
広
報
な
ど
情
報
の
発

信
に
つ
い
て

情
報
化
の
中
で
民
間
事

業
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
光

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
環
境
整

備
を
す
る
事
で
住
民
が
利
用

で
き
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
範

囲
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

高
速
、
高
画
質
に
よ
る
双
方

向
の
デ
ー
タ
通
信
や
テ
レ
ビ

電
話
の
利
用
、
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
へ
の
可
能
性
が
広
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。　

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

医
療
や
福
祉
で
の
活
用

に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

を
利
用
し
た
医
療
の
広

域
連
携
や
高
度
医
療
に
対
す

る
通
信
機
器
の
利
用
は
、
千

葉
県
地
域
医
療
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
平
成
二
十
一
年
度
に

策
定
さ
れ
、「
循
環
型
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」や「
地

域
医
療
連
携
パ
ス
」
事
業
と

し
て
Ｉ
Ｔ
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
で
の
運
用
は
温
度
差

が
あ
り
、
病
院
間
で
の
情
報

交
換
は
病
院
の
規
模
や
人
的

な
配
置
、
経
費
の
問
題
な
ど

一
律
的
な
状
況
で
は
な
く
、

受
入
れ
る
た
め
に
は
医
師
会

と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（

答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

観
光
、
商
業
で
の
活
用

に
つ
い
て

光
通
信
は
、
大
量
の
情

報
が
瞬
時
に
配
信
で
き

る
環
境
で
誰
も
が
場
所
を
問

わ
ず
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

QA

QAQA

▲月の沙漠記念公園
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ク
に
よ
り
高
速
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

　

中
継
用
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
各
種
団
体
等
で

構
築
で
き
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
動
画
情
報
の
同
時
配
信

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
仮
想

シ
ョ
ッ
プ
、
電
子
マ
ッ
プ
の

配
信
や
来
訪
者
が
直
接
情
報

を
受
け
取
る
な
ど
、
多
く
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

校
庭
や
園
庭
の
芝
生
化

の
具
体
化
に
つ
い
て

口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

四
月
二
十
日
に
口
蹄
疫

感
染
の
疑
い
が
あ
る
牛

が
宮
崎
県
で
見
つ
か
り
、
一

ヶ
月
半
の
短
い
期
間
で
十
八

万
一
千
七
百
五
十
三
頭
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
終
了
し
た
分

を
含
め
る
と
、
二
十
七
万
二

千
百
九
十
一
頭
と
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
は
、
口
蹄
疫
の
防

疫
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

牛
や
豚
を
飼
育
す
る
農
家

約
一
千
六
百
戸
に
対
し
、
消

毒
用
の
消
石
灰
一
千
六
百
ト

ン
の
配
布
を
決
定
し
、
県
内

に
四
ヵ
所
あ
る
家
畜
保
健
衛

生
所
へ
消
毒
液
三．
八
ト
ン
、

消
石
灰
三
十
八
ト
ン
、
埋
却

用
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の

備
蓄
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
牛
六
百
六
十
一

頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
た
め

消
石
灰
百
五
十
三
袋
を
要
望

し
百
袋
分
が
六
月
七
日
に
配

布
さ
れ
残
り
五
十
三
袋
が
順

次
配
布
さ
れ
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

新
年
度
の
税
額
に
つ
い

て今
年
度
の
国
保
税
収
入

は
、
算
定
所
得
の
低
下

な
ど
か
ら
、
当
初
予
算
に
対

し
て
、
約
一
千
百
万
円
の
不

足
と
な
る
見
込
み
で
す
。
一

方
支
出
で
あ
る
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
税
の
落
ち
込
み
と
今

後
の
医
療
費
の
伸
び
を
見
込

ん
だ
税
率
改
定
を
行
っ
た
場

合
、
急
激
な
負
担
増
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
税
率

改
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

医
療
費
の
伸
び
の
見
込
み
に

つ
い
て
は
、
税
率
に
反
映
さ

せ
な
い
改
正
案
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
世
帯

に
対
す
る
軽
減
措
置
に
つ
い

て
、
軽
減
率
と
範
囲
の
拡
大

を
併
せ
て
提
案
し
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
算
定
税

額
の
上
限
を
医
療
費
分
を
五

十
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
を
十
三
万
円
、
介
護
保
険

給
付
金
分
を
十
万
円
と
し
、

ま
た
、
医
療
分
の
税
を
算

出
す
る
所
得
割
の
率
を
百
分

の
五．
五
か
ら
百
分
の
六．
四

に
、
資
産
割
の
率
を
百
分
の

二
十
五
か
ら
百
分
の
二
十
三

に
、
均
等
割
の
額
を
一
万
八

千
円
か
ら
二
万
二
千
円
と
し

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
を

算
出
す
る
所
得
割
を
百
分
の

一．
七
か
ら
百
分
の
二．
一
に
、

均
等
割
を
五
千
五
百
円
か
ら

六
千
円
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
所
得
以
下

の
世
帯
に
対
し
、
実
施
し
て

い
る
均
等
割
と
平
等
割
の
軽

減
措
置
の
率
を
、
六
割
を
七

割
に
、
四
割
を
五
割
と
し
、

新
た
に
二
割
軽
減
と
す
る
規

国
保
税
に
つ
い
て

芝
生
化
の
検
討
は
、
千

葉
県
農
林
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
と
柏
市
内
の
保
育

園
で
数
箇
所
現
地
調
査
を
行

い
、
成
育
す
る
ま
で
の
過
程

の
重
要
性
や
芝
の
育
成
の
留

意
点
を
伺
い
、
慎
重
な
計
画

が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。

Q

A

A

A

▲キャンペーン活動をするエビアミーゴ

　（埼玉県大宮駅観光ＰＲ）

定
を
設
け
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
軽
減

さ
れ
る
総
額
は
、
現
行
の
税

率
軽
減
と
比
べ
、
約
一
千
二

百
万
円
の
増
と
な
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
影
響
分
は
、
一

般
会
計
か
ら
、
県
が
四
分
の

三
負
担
す
る
基
盤
安
定
減
税

分
と
し
て
国
保
会
計
へ
補
て

ん
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯

割
合
は
、
医
療
分
で
の
見
込

み
と
な
り
ま
す
が
、
七
割
軽

減
が
全
体
の
約
三
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
五
割
軽
減
が
全
体

の
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
割

軽
減
が
全
体
の
約
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。（

答
弁
…
税
務
住
民
課
長
）

　

現
地
調
査
後
に
、
屋
外
教

育
環
境
調
査
研
究
員
に
御
宿

町
で
の
現
地
調
査
を
お
願
い

し
、町
内
全
て
の
教
育
施
設
・

児
童
館
・
保
育
園
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

来
月
上
旬
に
御
宿
児
童
館

の
一
部
で
試
験
的
な
植
栽
を

実
施
し
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

▲御宿児童館
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第２回定例会

条
例
改
正

千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
、
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
組
織
団
体
で
あ
る
印
旛
郡
印
旛
村
並
び
に
同
郡
本
埜
村
が
廃

止
と
な
り
、
印
西
市
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
組
合
の
組
織
団
体
の

数
の
減
少
及
び
本
組
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

報告 1件・任命 1件・協議 2件・指定管理者の指定 1件・条例改正 2件・特別会
計補正予算 2件・一般会計補正予算 1件・請願 2件・発議 2件を可決・承認しました。

日程 第１号 (６月17日)

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て 協　

　

議

　

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
組
織
団
体
の
減
少
に
伴

い
、
広
域
連
合
の
議
員
数
を
五
十
六
名
か
ら
五
十
四
名
に
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を

踏
ま
え
、
配
偶
者
が
専
業
主

婦
で
も
育
児
休
業
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
等
、
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
に
お
け
る
、

育
児
休
業
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

御
宿
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
財
政
の
現
状
は
、
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
が
増

加
す
る
一
方
、
近
年
の
経
済
不
況
な
ど
の
影
響
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
の
収
入
が
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
二
十
一
年
中
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
所
得
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、
税
率
や
軽
減
税
額
等
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

人　事
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

同
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

御
宿
町
教
育
委
員
会
委
員
（
任
命
）　

　
　
　
　
　
　
　

佐 

藤 

和 

己 

氏
（
新
町
）

▲動物愛護教室 (御宿保育所 )
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審議しました
 

補
正
予
算

平
成
二
十
二
年
度
御
宿
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
保
税
の
軽
減
に
対
応
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
や
後
期
高
齢
者
支
援
金
並
び
に
老
人
保
健
拠

出
金
の
確
定
に
伴
う
増
額
補
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
三
十
三
万
六
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
九
億
八
千
六
百
二
十
四
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
御
宿
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
伴
い
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

負
担
金
に
不
足
額
が
生
じ
た
た
め
に
増
額
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
七
億
一

千
六
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て(

報
告)　
　

　

国
の
第
一
次
補
正
に
基
づ
く
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
関
係
事
業
、
第
二
次
補
正
に
伴
う
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
関
連
事
業
に
つ
い
て
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
議
会

に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

指定管理者の指定について

平
成
二
十
二
年
度
御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

緊
急
雇
用
対
策
関
連
事
業
や
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
子
ど
も

手
当
の
負
担
金
等
に
つ
い
て
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
九
百
六
十
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
十
九
億
五
千
九
百
六
十
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　町の新たな観光の拠点となる御宿駅前観光案内所の指定

管理者として、一般社団法人御宿町観光協会を指定しました。

【指定期間】　

平成２２年７月２０日から平成２５年３月３１日まで

▲海水浴場の安全祈願 ( 海開きでの修祓式 )

 

そ

の

他
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第２回定例会
(６月17 日) 請願書・意見書

御宿台区並びに実谷区から、請願書が提出されました。
町議会はこれを審議、採択しました。
直ちに意見書の提出について発議、可決し、意見書を町へ提出しました。

地上デジタル放送への移行に伴う受信状況調査の実施及び情報提供に関する請願書
請 願 者　御宿台区長　堀川賢治
紹介議員　白鳥時忠、石井芳清、小川　征、瀧口義雄

議会から町へ意見書を提出

一般県道上布施勝浦線の整備促進に関する意見書
提 出 者　小川　征　　賛成者　式田孝夫、伊藤博明、瀧口義雄

 　一般県道上布施勝浦線は、国道２９７号線に通じ、住民の重要な生活関連道路としての役割を
担い、近年では交通量も増加しています。しかし、カーブも多く見通しが悪い区間もあり、車輌
がすれ違うことが困難なところも多く点在しています。本路線の整備は、地域住民の利便向上は
もとより、交通事故防止、安心・安全な生活を送る上でも早急に取り組むべき課題であることから、
関係機関に早期に整備されるよう要請し、働きかけることをお願いするため意見書を提出するも
のです。

採択

可決

※意見書の本文は要約して掲載しています。

　２０１１年７月からの地上デジタル放送への移行に伴う受信状況調査については、新たな開発
地区である御宿台区は自主共聴施設であるため、NHKの調査対象範囲から外れている状況です。
　従来からのNHK共聴施設と同様に受信調査を実施し、情報化時代のなかで、日常生活に不可
欠なものであるテレビ放送の地上デジタル放送への移行に係る十分な情報提供と地域住民の不安
解消、そして全ての人が等しくテレビ放送を受信できる環境整備をお願いするため意見書を提出
するものです。

地上デジタル放送への移行に伴う受信状況調査の実施及び情報提供に関する意見書の提出について
提 出 者 白鳥時忠　賛成者　石井芳清、小川　征、瀧口義雄

町から総務省関東総合通信局、ＮＨＫ千葉放送局
へ要望書を提出しました。

採択

一般県道上布施勝浦線の整備促進に関する請願書
請 願 者　実谷区長　吉野善孝
紹介議員　小川　征

議会から町へ意見書を提出

可決
町から地域整備センターへ要望書を提出しました。

▲上布施勝浦線の様子
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議会事務局アドレス　gikai@town-onjuku.jp　　　☎０４７０－６８－２５１５

　

世
界
を
熱
狂
さ
せ
た
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
日
本
、
メ
キ
シ

コ
、
ス
ペ
イ
ン
と
も
に
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
進
出
。
特
に
、
日
本
の
戦

い
は
日
本
人
に
自
信
と
誇
り
を
取

り
戻
す
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
六
〇
九
年
九
月
に
サ
ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
号
が
漂
着
し
、
三
一
七
名

を
救
助
し
た
岩
和
田
村
民
の
偉
業

が
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
・
メ
キ
シ
コ
の

交
流
の
契
機
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
の

歴
史
を
振
り
返
っ
た
四
〇
〇
周
年

記
念
事
業
、「
絆
」
の
大
切
さ
を
し

み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
絆
」
を
深
め
る
た
め
に
、

御
宿
町
友
好
親
善
使
節
団
が
、
二
〇

一
〇
年
九
月
の
メ
キ
シ
コ
合
衆
国

独
立
記
念
日
に
訪
問
し
ま
す
。

　

御
宿
の
夏
は
こ
れ
か
ら
、海
水
浴
、

花
火
、
月
見
草
等
々
。
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、
そ
し
て
里
帰
り
す
る
家

族
、
ま
さ
に
「
絆
」。
よ
い
想
い
出

を
つ
く
り
「
ま
た
、
御
宿
に
来
た
い

な
あ
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
で
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　

編
集
委
員
長　

白 

鳥 　

時 

忠

編

集

後

記

次回定例会

９月上旬を予定予
定

手続き簡単。３階で住所と名前を書くだけです。

次回の定例会、臨時会については町ホーム
ページ等でお知らせします。

＊本会議の内容や会議録は、町ホームページに掲載していますので、ご利用ください。
　h t t p : / /www . t ow n . o n j u k u . c h i b a . j p /　

▲北区議員と新井議長、瀧口副議長

▲御宿町の議場を熱心に見学

　平成 22 年 6 月 9 日（水）、東京都北区議
会議員 5 名が北区議会議場の改修に伴い、
特徴ある町議会議場について視察に訪れた
もので、対面式議場のメリット・デメリッ
トや実態について等、活発な意見交換がな
されました。

東京都北区議会議員が
　　 町議会議場を視察！

傍聴者数 平成21年
(1月～12月)

平成 22 年
(1月～6月)277人 100人


